
1． は じ め に

社内外のシステムを連携し，企業の競争力を高めるための技術としてWebサービ

スが注目されている．一方，基幹システム内で重要な機能を担っているホスト（メイ

ンフレーム）上の既存アプリケーション（以下，既存AP）を他のシステムと連携で

きれば，そのAPのサービスを拡大することができる．しかし，ホスト上の既存AP

が提供するサービスは，多くの場合，基幹システム内の閉じたシステム内で孤立して

いる．

本稿では，既存 2200（シリーズ 2200，HMP IX，CSシリーズ）APのWebサー

ビス化とWSコネクタ（Web Services Connector）の概要を紹介する．WSコネクタ

は，2200 ホスト上で孤立している既存APをWebサービス化することで，既存AP

と他のプラットフォーム上のシステムとの相互連携を可能にし，既存APの有効活用

を図り，従来のビジネス，サービスを拡大する．事例としてホスト上の既存AP（商

品管理システム）を「XML Webサービス実験室」（http : //www.unisys.co.jp/net/）
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要 約 Webサービスとは，ビジネスを拡大するために，異なるプラットフォーム上のアプ

リケーション（AP）の相互連携を可能にする重要な技術である．

本稿では，Webサービスについて概説し，既存ホストAPをWebサービス化することの

メリット，Webサービス化する方式を説明する．また，既存ホストAPをWebサービス化

するためのツールとしてWSコネクタ（Web Services Connector）の概要・特徴を紹介する．

WSコネクタを利用することで，既存ホストAPを改造することなくWebサービス化で

きる．2200 ホスト上で孤立している既存APをWebサービス化することで，既存APと他

のプラットフォーム上のシステムとの相互連携を可能にする．事例として，WSコネクタの

コード生成ツールを介して既存APを操作することで作成できるスケルトンを利用して容易

にWebサービスを実装する過程を示す．

Abstract Web Services are important technologies that enable applications（AP）on different platforms to in-

teract with each other to expand business activity.

This paper gives an overview of Web Services, and explains the advantages and implementation method

of adding Web Service functions to the existing legacy applications on host systems. Furthermore, it intro-

duces the outline and the features of the WS Connector（Web Services Connector）as the tool that adds

Web Service functions to the existing legacy applications without any changes and alterations.

Web Services across isolated applications on different Series 2200 systems facilitates the mutual coopera-

tion of existing legacy applications and any application on other non－OS 2200 platforms. The case study

shows the process where Web Service functions are added to a legacy application on OS 2200 platform eas-

ily using the code generation tool of the WS Connector.
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図 1 従来の企業間システム連携とWebサービスによる連携の比較

と連動するWebサービスにする過程を説明する．

2． 既存 APのWebサービス化

ここでは，Webサービスについて解説し，既存APのWebサービス化のメリット

を述べ，既存APをWebサービス化する方式を説明する．

2．1 Webサービス

Webサービスとは，個々のシステムの中で自立（孤立）しているAPそしてそれ

らが提供するサービスのWeb標準技術（XML＊1，SOAP＊2 等）による相互連携をさ

す．従来の企業間システム連携では，図 1のように専用線やVAN＊3 を使用し，特定

のインタフェースを用いた密結合のシステムを構築する必要があった．そのためコス

トが掛かり，また，容易に仕様を変更することができないなどの弊害があった．これ

に対し，Webサービスでは，インターネットおよび，インターネットでの標準技術

を利用し，新しい企業間システム連携を実現する．

2．2 既存 APのWebサービス化のメリット

既存APをWeb化することで，それらと他プラットフォーム／他システムとの相互

連携が可能になる．また，インターネットでの標準技術であるXML，SOAPを使用

しているので，社内システムの連携から企業間のシステム連携を容易に実現できる．

また，Webサービスに対応した他のシステムと連携して，既存APでは扱えなか

った情報やサービスを付加することができる．例えば，商品コード（例：コーヒーカ

図 2 二つのWebサービスと連携し既存 APに付加価値をつける例
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表 1 既存 AP改造の有無によるWebサービス化作業の比較

図 3 既存 AP（商品管理システム）の画面例

ップC 01）を含む商品情報を扱うAP―Aと，Windows 上のデータベースに売れ筋情

報や商品コードに対応した画像データがありそれを扱うAP―Bがあるとして，AP―A，

AP―BそれぞれをWebサービス化すれば，その二つのWebサービスを利用して，商

品情報に画像を追加してブラウザ上に表示することが可能になる（図 2）．

2．3 既存 APのWebサービス化の方式

例えば，図 3のような画面を表示する既存APのWebサービス化をする方式は，

既存APへの改造の有無で二つに大別できる．一般的にホストの既存APは，大規模

で，複雑な内部仕様をもつ基幹システムであるので，既存APの改造なしでWebサ

ービス化できれば，既存APを改造した場合と比較して，コスト，リスク，開発期間

の面でメリットがある（表 1）．

2．4 端末操作のロジック化

図 3のような画面に対する操作が必要な既存APを改造しないでWebサービス化

をする具体的な方式を紹介する．

図 3は，2200 ホスト上で実行しているAP（商品管理システム）のログイン画面で

ある．このログイン画面に対してオペレータは，次のような操作を行う．
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図 4 Webサービスからの制御で端末オペレータの基本動作を代行する

� カーソル位置を 14 行目の 41 カラム目に移動（カーソル移動）

� 社員コード（例：333333）を画面に入力（文字列入力）

� カーソル位置を 15 行目の 41 カラム目に移動（カーソル移動）

� パスワード（例：PASSWD）を画面に入力（文字列入力）

� カーソルを 23 行目の 78 カラム目に移動（カーソル移動）

� 送信キーを押す（送信キー押下）

このログイン画面でのオペレータの操作を分類すると，1）カーソル移動，2）文字

列入力，3）送信キー押下の三つの基本動作に分類できる．ログイン画面を含め，一

般的な端末オペレータの操作は，次の基本動作に分類できる．

■端末の基本動作

� 文字列を画面に入力する

� カーソルの位置を移動する

� 送信キーを押す

� 画面に表示された文字列を識別する

� 返信メッセージを待つ

� F 2 キーなどの特殊キーを押す

端末操作をもつ既存端末APは，端末オペレータの基本動作の組み合わせにより利

用されているので，図 4のようにWebサービスとして端末オペレータが行う基本動

作を代行して制御できれば，既存APを改造することなくWebサービスとして利用

できる．

3． WSコネクタの概要

前章で，端末操作が必要な既存APに対して，既存APを改造することなく，端末

オペレータの基本動作を代行する方式での既存APのWebサービス化について説明

した．ここでは，前章で説明した方式を採用したシステムの具体例としWSコネク

タの概要を紹介する．WSコネクタは，2200 ホスト上でUTSプロトコル＊4 を利用し

ている既存APをWebサービス化するためのシステムである．図 5に概要図を示す．
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図 5 WSコネクタの概要図

3．1 システム構成

WSコネクタのシステム構成図（図 6）を概説する．WSコネクタは，Windows 2000

Server の .NET Framework 上＊5 で稼働し， Webサービスとして受け付けた要求を，

iWebHMP＊6 を介してオペレータの基本動作を代行する方式でホストAPを実行し，

その結果を返す．UTSプロトコルを利用している既存ホストAPとの連携は

iWebHMPを使用している．iWebHMPは，Webサーバにおいてブラウザ PC向けに，

UTSプロトコルを含むシリーズ 2200 用ホスト端末環境を提供する．

Webサービスとしてのリクエストは， IIS（Internet Information Server）＊7 が受け，

WSコネクタ実行環境内で実行する．WSコネクタ実行環境内には，1）Webサービ

図 6 WSコネクタのシステム構成図
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スとしてのメソッド，2）ユーザロジック，3）既存APの画面操作のモジュールが含

まれる．それらのモジュールのスケルトン（雛型）は，WSコネクタ開発環境内のコ

ード生成ツールを介して既存APを実行することで作成する．そのスケルトンに対し

て，Visual Studio .NET＊8 でユーザロジック，Webサービスとしてのインタフェース

を追加する．この作成過程については，次章で説明する．

3．2 システムの特徴

WSコネクタには次のような特徴がある．

1） 既存APを改造することなく短期間でWebサービス化できる．

・Windows 2000 のWebサービス・メソッドが端末オペレータの基本動作を代

行する

・既存UTS端末AP（トランザクション／デマンド）を修正することなく利用可

能

・既存UTS端末APのモダナイズ，機能・付加価値追加が可能

2） EXECレベル／ミドルウェアに依存しない開発・運用ができる．

・EXECのレベル，使用しているミドルウェアやそのレベルに関わらず動作す

る

3） Microsoft .NET Framework と融合して効率的な開発ができる．

・IIS を介してWebサービスとして外界とのインタフェースがとれる

・Webサービスの複雑なインタフェースは隠蔽するので，SOAP，WSDL知識

習得は不要

・Visual Studio .NETを使用して，短期間に開発可能

4） サポートツールとしてWebサービス・メソッドのスケルトンを生成するコー

ド生成ツールを提供する

4． WSコネクタの適用例

4．1 「XML Webサービス実験室」のベンダーになる

WSコネクタの適応例として，マイクロソフト株式会社，当社の両社により公開さ

れている「XML Webサービス実験室」（http : //www.unisys.co.jp/net/）と連動す

るように，ホスト上の既存AP（商品管理システム）をWebサービスにする過程を

説明する．「XML Webサービス実験室」で利用するWebサービスのメソッドの仕

様は公開されており，その仕様に合わせることで，Webサービス連携の利点である

様々なプラットフォーム上のAPと連動を体験することができる．

4．1．1 「XML Webサービス実験室」

「XML Webサービス実験室」は，卸売業における受発注システムへのWebサー

ビス適用を題材にして，Webサービスを説明している．卸業者は小売店側の注文シ

ステムと，ベンダー側の商品管理システム間をWebサービスで仲介している（図 7）．

具体的に，卸業者とベンダー間は，次の二つのWebサービス・メソッドを使用し

ている．

� PriceAndAvailability：商品コードを指定して，その商品の価格と在庫を調

べる
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� RequestOrder：商品コードと数量を指定して，発注を依頼する

Webサービスの大きな特徴の一つである柔軟な接続性に基づき，上記二つのWeb

サービス・メソッドを実装しているシステムであれば，どのシステムでも，「XML

Webサービス実験室」のベンダーの一つになれる．その具体例として，2200 ホスト

上の既存AP（商品管理システム）を「XML Webサービス実験室」の一つのベンダ

ーにする過程を次に説明する．

4．2 Webサービス化の過程

ホスト上の既存AP（ここでは商品管理システム）をWebサービス化する過程は

次のようになる．

1） 既存APをWebサービス化する過程

� 要求定義：何をWebサービスとして提供するかを検討

� 現状分析：Webサービス化対象アプリケーションの分析

� モデル化：既存APをWebサービスとしてモデル化

� スケルトン作成：コード生成ツールを使用

� ロジックの組み込み：業務フロー等の実装

� テスト：アプリケーションとの連携テスト

上記の順序で詳細を説明する．

� 要求定義：何をWebサービスとして提供するかを検討

本作業では，「XML Webサービス実験室」のベンダーになるために，前述

した二つのWebサービス・メソッド（PriceAndAvailability と RequestOrder）

を介して既存AP（商品管理システム）が利用できるようにする．

� 現状分析：Webサービス化対象APの分析

Webサービス化の対象とする既存APの操作手順，画面推移，メッセージ

の内容等を分析する．図 8に分析の例としてオペレータと「商品管理システム」

との間で交わされるメッセージの内容を示した．

� モデル化：既存APをWebサービスとしてモデル化

要求定義，現状分析をもとに要求が実現できるようWebサービスの実装を

モデル化する．図 8をもとに二つのWebサービス（PriceAndAvailability，Re-

questOrder）の実装をモデル化した例を図 9に示す．図 9において，「アプリ

ケーション起動」から「在庫数／価格を表示」までを PriceAndAvailability の

図 7 XML Webサービス実験室が扱うシステム概要
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図 9 モデル化の例

Webサービス・メソッド，「発注数を入力」から「完了報告」までをRequestOr-

der のWeb サービス・メソッドが行うことをモデル化している．

� スケルトン作成：コード生成ツールを使用

図 10 に示すように，モデル化案に基づき，コード生成ツールを通して既存

APを端末操作の基本動作（文字列の入力．カーソル移動．送信等）で実行し

て，その操作結果から，スケルトンを作成する．

図 8 既存 APの現状分析の例
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図 10 コード作成ツールの概念図

具体的には，図 11 のように，コード生成ツール（図右側）と既存端末AP

（商品管理システム．図左側）を同じWindows 画面に表示し，端末APを操

作するための基本動作（文字列入力，カーソル移動，送信等）に対応したコー

ド生成ツール上のボタンを押し，スケルトンを作成する．図 11 の例では，7

行目 2桁目にカーソルを位置づけ，「文字列の入力」のボタンを押し，文字列

入力ダイアログで文字列（商品コード：4961972108001）を入力している．文

字列入力ダイアログのOKボタンを押すと，文字列入力が端末APに対し実施

図 11 コード作成ツールの例
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図 12 スケルトンの例

されると同時に，文字列入力に対応したスケルトンがスケルトン・ファイルへ

挿入される．

図 12 にMicrosoft Visual Basic .NETで記述したスケルトンの例を示す．ス

ケルトンでは，2.4 節で説明した端末の基本動作をWSコネクタの画面操作の

関数（API）で記述している．図 12 では，文字列入力の基本操作に PutStringP，

カーソル移動にMoveP，送信キーの押下にXmit の画面操作関数が使われて

いる．

PriceAndAvailability および RequestOrder のWeb サービス・メソッドを

実装する場合は，モデル化案（図 9）に従い，「アプリケーション起動」から

「在庫数／価格を表示」までをコード生成ツールを介して行い，PriceAndAvail-

ability 用のスケルトンを作成する．同様に，「発注数を入力」から「完了報告」

までをコード生成ツールを介して行い，RequestOrder 用のスケルトンを作成

する．

� ロジックの組み込み：業務フロー等の実装

Visual Studio .NETを利用して，スケルトンに業務フロー，エラー処理等の

ロジックを組み込む．図 13 に，ロジックを組み込んでいる際のVisual Studio

.NETのユーザインタフェースを示す．図 13 では，左側にスケルトンのコー

ド，右上にソリューション・エクスプローラ，右下にクラス・ビューを表示し

ている．

� テスト：アプリケーションとの連携テスト

最後に，実装したWebサービスを使用するアプリケーションと連携してテ

ストを行う．

以上の過程を実施することで，既存AP（商品管理システム）をWebサービス化

し，「XML Webサービス実験室」のベンダーにすることができる．
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5． お わ り に

本稿では，端末操作で利用する既存 2200 APのWebサービス化について概説した．

WSコネクタを利用することで，既存APを改造することなくWebサービス化でき

る．また，コード生成ツールを介して既存APを操作することで作成できるスケルト

ンを利用して容易にWebサービスを実装する過程を示した．

ホスト上の既存APは，Webサービス化することで，他のシステム，プラットフ

ォームとの相互連携が可能になる．実績があり，貴重な財産である既存APを他のシ

ステム，プラットフォームと連携する案件において，本稿の内容が参考になれば幸い

である．

図 13 ロジックの組み込み

＊ 1 XML : eXtensible Markup Language. W 3 C で勧告されたマーク付けのための言語
＊ 2 SOAP : Simple Object Access Protocol. サービスやオブジェクトへのアクセスをするための

XMLベースのプロトコル.
＊ 3 VAN : Value Added Network. 公衆通信網を利用した特定の付加価値サービス
＊ 4 UTSプロトコル : 2200 ホストと端末間の代表的な通信プロトコル
＊ 5 .NET Framework : Microsoft 社の.NET Platform の実行環境

.NET Platform : インターネットを基盤とした標準プロトコルとオープンな規格に基づいて
作られた, サービス指向のプラットフォーム

＊ 6 iWebHMP : UTS プロトコルが利用できる通信ソフトウェア
＊ 7 IIS : Internet Information Server .Microsoft 社のWebサーバ
＊ 8 Visual Studio .NET : Microsoft 社の .NET Framework 用の開発環境
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